
都市計画マスタープラン
改定にあたっての論点



１．改定にあたり、市が考える今後の都市づくりのポイント

１．新たな計画、開発
の進展への対応

●市の都市構造に大きな影響を与える新たな計画は、拠点形成
につながることから、今後、進展するプロジェクトを位置付けるとと
もに、将来都市構造を見直すことが必要。

２．歩いて暮らせるまちづくり

３．景観まちづくり

４．次世代につながる
まちづくり

６．良好なストック形成の観点
から市街地の質の向上

７．土地区画整理事業の廃止
や、長期未着手の都市計
画道路への対応

●車社会から、徒歩、自転車、公共交通機関優先の社会への転換

●山崎景観形成地区指定への動きなど、まちの個性や活力から
も景観まちづくりが重要になっている。

５．災害への対応

●将来にわたり地域社会が持続可能であるためには、地域住民
が住み続けたい、一度市外へ出ても、また戻ってきたいと思えるま
ちづくり。

●地震、風水害に加え、土砂災害への対応

●河川や豊かな緑に恵まれ、緑や水辺環境をどのように活かすか
●歴史的建造物や、鹿沢城跡など歴史的文化的資源をどのよう
に活かすか
●空き家空き地などへの対応

●区画整理事業廃止区域の土地利用方針
●長期未着手の都市計画道路の方針
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２．今後目指すべき宍粟市全体のまちの姿について

〇宍粟市が目指すべき将来都市像について

○市民アンケート調査の結果［アンケート報告書 P35、P3］

・将来目指すべきまちの将来像

「買い物など日常生活が便利なまち」（44.9%） 

「高齢者や障がい者が暮らしやすいまち」（43.1％） 

「災害に強い安全なまち」（35.4%）など。 

・お住まいの地域について満足度が高いのは、「山や河川などの自然の豊かさ」「田園の緑の豊か

さ」「買物の便利さ」など。

テーマ１

【現況都市ﾏｽの都市づくりの理念】
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【宍粟市総合計画における将来像と基本目標】

■将来像の理念 ■まちづくりの基本目標と基本方針
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28.6%

44.9%

34.5%

7.1%

35.4%

27.2%

10.7%

43.1%

26.7%

15.3%

5.6%

5.4%

1.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自然と調和した美しいまち

買い物など日常生活が便利なまち

産業が盛んで、雇用が安定したまち

農林業が盛んなまち

災害に強い安全なまち

交通網が整った移動しやすい快適なまち

まちの機能がコンパクトに集約された便利なまち

高齢者や障がい者が暮らしやすいまち

子育て環境が充実したまち

観光などが活発で、人の集まる訪れやすいまち

歴史・文化など地域個性を大切にするまち

まちづくりへの住民参加が盛んなまち

その他

不明・無回答

問６ 宍粟市は、将来（概ね２０年後）、どのようなまちを目指すべきだと思いますか。

【市民アンケート調査の結果】

多く支持されたのは、
「買い物など日常生活が便利なまち」（44.9%）
「高齢者や障がい者が暮らしやすいまち」（43.1％）
「災害に強い安全なまち」（35.4%）など。
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【人口の見通し】
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宍粟市の人口の見通し

出典 国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日
本の地域別将来人口推計（平成30年推計）

・人口：約3.7万人（平成27年）→約2.2万人（令和22年）
・高齢化率： 32.1%（平成27年）→47.3%（令和22年）（生産年齢人口（44.2%）を上回る）
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〇将来都市構造

（まち基本構造を大まかな土地利用、拠点、軸で表現したもの）

➢一宮・波賀・千種それぞれの生活の拠点（第一のダム）が整備され

れば宍粟市の拠点（第２のダム）はどのような機能が必要か？

テーマ２
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３．今後進めるべき分野別のまちづくりについて

〇土地利用

➢住宅地、住環境は？

➢中国道以南の混在する土地利用は？

➢沿道敷地の利用は進むが、背後の土地

利用は？

➢新病院の供用後は人の流れが大きく変

化するため、それに対応した交通アクセ

スをどのように確保すべきか？

テーマ３ｰ１
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■農地転用の位置（平成２５年～平成２９年度） ●新築の位置（平成２５年～平成２９年度）
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13.8%

27.0%

17.7%

52.2%

38.0%

44.9%

3.9%

5.0%

63.9%

28.2%

36.6%

30.0%

30.4%

28.8%

33.3%

15.1%

14.0%

24.1%

41.0%

24.4%

35.2%

11.3%

24.4%

14.9%

58.9%

57.5%

7.0%

13.9%

9.4%

13.9%

3.4%

5.2%

4.2%

18.7%

19.9%

2.9%

3.1%

2.5%

3.2%

2.7%

3.5%

2.7%

3.4%

3.5%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 空き地に無秩序に建物が増

えてきた

② 今まで農地であったところに

建物が増えてきた

③ 幹線道路沿道などで郊外型

の店舗の立地が増えてきた

④ 空き家・空き店舗が増えてき

た

⑤ 空き地が増えてきた

⑥ 耕作しない農地が増えてき

た

⑦ 住宅地の中に工場や倉庫

が混在するようになってきた

⑧ 周囲の街なみや風景に調和

しない建物が増えてきた

⑨ 太陽光発電施設が増えてき

た

問2 お住まいの現在の土地や建物の状況

そう思う 少しそう思う あまり思わない 思わない 不明・無回答

【市民アンケート調査の結果】

特に「そう思う」が多いのは、
「太陽光発電施設が増えてきた」（63.9%）
「 空き家・空き店舗が増えてきた」（ 52.2% ）
「 耕作しない農地が増えてきた」（ 44.9% ）など
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〇都市基盤、公共施設
➢都市基盤や公共施設は、選択と集中を進め既存施設の長寿命化
を図っていくが、これからの将来考えられる課題は何か？
➢中心市街地の賑わいを創出するには？

テーマ３ｰ２

図 都市計画道路の現況
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〇公共交通ネットワークの形成について

➢移動の広域化、ボーダレス化の時代に形

成するべき交通ﾈｯﾄﾜｰｸは？

➢中国道を活かしたまちづくりを行うには？

➢高齢者が増加する将来において、バス交

通網はどうすべきか？

➢市民は、来訪者の徒歩、自転車による移

動を増やすにはどうしたらよいか？

➢パーク＆ライドの他に、マイカー移動を補

完するものは？

H２９年の公共交通網
テーマ４

【都市間交通の状況】
・都市間交通：中国自動車道の高速バス（神戸、大阪、京都、津山市方面）
・路線バス：神姫バス㈱等の各路線
・循環バス：営業所を中心として、イオン、医療モールなどを結ぶコミュニティバス

・その他（外出支援サービス）：障がいや高齢によりバスを利用できない人がタクシーを利用できる
サービス 12
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25.5
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7.9

19.8

7.7

6.9

8.2

16.8

9.9

12.6

3.1

2.6

6.2

10.5

14.0

4.5

6.2

2.7

8.9

4.0

6.4

11.3

5.4

7.8

7.2

2.9

3.5

4.7

4.2

5.6

3.5

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⑴-① 買い物の便利さ

⑴-② バスの便利さ

⑴-③ 日常使う道の歩きやすさ

⑴-④ 幹線道路の車の走りやすさ

⑵-①子育てや教育に関する施設の

整備状況

⑵-② 医療・福祉施設の整備状況

⑵-③ 文化・スポーツ施設の整備

状況

⑵-④ 公園や遊び場の整備状況

⑶-① 山や河川などの自然の豊か

さ

⑶-② 田園の緑の豊かさ

⑶-③ 市街地や集落のまちなみの

美しさ

⑷-① 安全に避難できる道路や広

場の確保

⑷-② 河川、がけ崩れなどの防災

対策

⑷-① 地域や様々な人とのつなが

り・交流

⑸ 総合的にみた住みやすさ

問1 お住まいの地域 【満足度】

満足 やや満足 やや不満 不満 不明・無回答

1.1

-0.2

0.7

0.6

0.2

-0.2

-0.1

0.0

1.7

1.5

0.3

0.1

-0.3

0.6

0.7

平均

【市民アンケート調査の結果】

お住まいの地域のバスの便利さは、「不満」「やや不満」が
「満足」「やや満足」を少し上回る。 13



15.4%
12.9%

86.5%
1.7%

0.0%
0.5%
0.6%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

徒歩

自転車

車・単車

バス

鉄道

タクシー

その他

不明・無回答

問３ 平日の買い物の交通手段

【市民アンケート調査の結果】

平日、休日の買物手段として使っているのは、ともに車・単車で約90％を占める

10.2%
9.3%

88.0%
1.7%

0.6%
0.5%
1.1%

2.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

徒歩

自転車

車・単車

バス

鉄道

タクシー

その他

不明・無回答

問４ 休日の買い物の交通手段
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7.7%
5.0%

54.0%
2.9%

1.0%
0.2%

0.8%
34.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

徒歩

自転車

車・単車

バス

鉄道

タクシー

その他

不明・無回答

問５ 通勤・通学先の交通手段

【市民アンケート調査の結果】

通勤・通学手段も車・単車が大半を占める
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【市民アンケート調査の結果】

多く支持されたのは、
「歩道や交通安全施設（照明、ミラーなど）の整備」（43.0％）
「生活道路の整備、充実」（41.9%）
「バスの利便性向上」（30.1%）など。

41.9%

26.1%

43.0%

30.1%

14.4%

13.3%

3.5%

4.7%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

生活道路の整備、充実

地域間及び周辺の市町と結ぶ幹線道路の

整備、充実

歩道や交通安全施設（照明、ミラーなど）の

整備

バスの利便性向上

街路樹や歩道の舗装などに配慮した景観の

美しい道路の整備

ユニバーサルデザイン（バリアフリー）への

配慮

現在のままでよい

その他

不明・無回答

'問９ これからの宍粟市の都市づくりについて、何が重要だと思いますか。
⑤道路・交通について
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〇緑豊かな森と水の環境資源や歴史

的文化資源の活用について

➢生活や生業の中に、森や水など環

境資源の恵みをどのように取り込め

るか？

➢歴史的文化財やまちなみ景観をま

ちづくりの中でどのように活かすか？

テーマ５
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⑴-① 買い物の便利さ

⑴-② バスの便利さ

⑴-③ 日常使う道の歩きやすさ

⑴-④ 幹線道路の車の走りやすさ

⑵-①子育てや教育に関する施設の

整備状況

⑵-② 医療・福祉施設の整備状況

⑵-③ 文化・スポーツ施設の整備

状況

⑵-④ 公園や遊び場の整備状況

⑶-① 山や河川などの自然の豊か

さ

⑶-② 田園の緑の豊かさ

⑶-③ 市街地や集落のまちなみの

美しさ

⑷-① 安全に避難できる道路や広

場の確保

⑷-② 河川、がけ崩れなどの防災

対策

⑷-① 地域や様々な人とのつなが

り・交流

⑸ 総合的にみた住みやすさ

問1 お住まいの地域 【満足度】

満足 やや満足 やや不満 不満 不明・無回答

1.1

-0.2

0.7

0.6

0.2

-0.2

-0.1

0.0

1.7

1.5

0.3

0.1

-0.3

0.6

0.7

平均

【市民アンケート調査の結果】

・「山や河川などの自然の豊かさ」や「田園の緑の豊かさ」の評価が高い。
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57.0%

8.2%

15.3%

42.7%

14.8%

42.8%

30.5%

12.4%

24.4%

13.8%

6.7%

1.5%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

山、川などの自然

農地

祭りなどの伝統行事

良好な住環境

保育所など子育て支援環境

保健・医療施設

介護施設など高齢者福祉

運動施設・公園などレクリエーション施設

小学校・中学校・高校など教育環境

大規模工場・先端技術などの産業力

自治会などコミュニティ

その他

不明・無回答

問８ 宍粟市にある歴史的文化資源やまちの施設などについて、これからも市の財産と

して大切にしていきたいと思うもの

【市民アンケート調査の結果】

・最も多く支持されたのは「山、川などの自然」（57.0%）

19



24.9%

17.9%

55.4%

27.6%

28.7%

10.0%

1.2%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

優良農地の積極的な保全

農業基盤の整備

遊休農地・耕作放棄地対策

市民農園や体験学習の場としての活用

立地条件に合わせた住宅地や工業・商業

用地等への転用

現在のままでよい

その他

不明・無回答

'問９ これからの宍粟市の都市づくりについて、何が重要だと思いますか。
④農地について

【市民アンケート調査の結果】

・多く支持されたのは
「遊休農地・耕作放棄地対策」（55.4%）
「立地条件に合わせた住宅地や工業・商業用地等への転換」（28.7%）など
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〇地域コミュニティレベルのまちづくりに

ついて

➢地域別構想の単位として、前回

都市ﾏｽの区域割は適当か？

➢地域ｺﾐｭﾆﾃｨﾚﾍﾞﾙのまちづくりを

活性化するためには？

テーマ６

４．地域別のまちづくりについて
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【市民アンケート調査の結果】

23.8%

18.3%

7.5%

17.3%

11.6%

58.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まちをきれいにする活動

安全を確保するための活動

安心して暮らすための福祉活動

地域の人と交流するための活動

地域の課題の解決に住民自らが取り組む自治会・まちづくり協議会等

の活動

不明・無回答

問１３ 住み良い地域をつくるための住民による自主的な取組 現在参加

・現在参加しているとして多いのは、
「まちをきれいにする活動」（ 23.6% ）
「安全を確保するための活動」（ 18.3 %）など
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【市民アンケート調査の結果】

・今後参加したいものとして多く支持されたのは、
「まちをきれいにする活動」（17.3% ）
「安全を確保するための活動」（ 16.2%）など

17.3%

15.1%

16.2%

13.8%

11.9%

62.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

まちをきれいにする活動

安全を確保するための活動

安心して暮らすための福祉活動

地域の人と交流するための活動

地域の課題の解決に住民自らが取り組む自治会・まちづくり協議会等

の活動

不明・無回答

問１３ 住み良い地域をつくるための住民による自主的な取組 今後参加
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【市民アンケート調査の結果】

・多く支持されたのは、
「行政による組織活動への助成」（32.3% ）
「リーダーの養成や組織づくりの指導」（ 31.8%）など

31.8%

23.7%

25.8%

27.5%

32.3%

20.0%

20.4%

3.8%

4.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

リーダーの養成や組織づくりの指導

気軽に参加できるお祭りや運動会の開催

地域の課題に対する解決策などの話し合い

活動に必要な施設の整備

行政による組織活動への助成

行政によるアドバイザー、コーディネーター等の派遣

わからない。

その他

不明・無回答

問１４ 地域コミュニティや組織活動を維持していくために、重要だと思われるもの
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